[image: image1.png]



　　　　　　　　　　平成２０年度　第５回　　　　　　　

市内５・６年生の選定委員さんたちが，月に４冊の本を読んで，年間で一番人気の高かった本に「うつのみやこども賞」を贈っています。
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●自分専用のハナレを作ってもらえて，いいなあと思った。
●とてもスラスラと読め，楽しかったです。テレビまでついている自分だけの部屋はいいなと思いました。
●自分より年上の人を家に入れるなんて勇気があるなと思った。
●ただたんに公園で出会っただけなのに，住まわせるまでしてサトシはすごいと思った。
●いきなりハナレにいそうろうっていうのがすごかったです。最後の歌が感動しました。
●最後，タカヒロのコンサートを見たり，楽屋で話したり，歌の意味を教えてもらったところで感動した。
●夢は大切だという作者の思いが，ラストを読んでわかった。


●じっちゃ先生はとてもいい人だなと思いました。私もそんな人に会いたいです。
●とても感動したお話でした。最後に「しあわせ１号」につぼみがついた場面は健太の心の成長が表れているんじゃないかと思います。
●じっちゃ先生とおぼうさんのことばがあたたかみがあってよかった。
●主人公のけんたが１人でアナウンサーやかいせつ者になっているのが面白かった。けんたがじっちゃ先生にとてもやさしく接していたのにおどろいた。

●初対決のときにイヤミなやつと思った中山が，孝司とダブルスを組むことになって，孝司の中の中山が変わっていった気がする。
●苦手だった愛梨と星を見られて幸太は楽しそうだったと思います。ぼくも今度星を見てみたいです。
●ぼくもテニスをやりたくなりました。
●耳に障害を持っていながらテニスをやっているのが印象に残りました。ぼくも習っていることを頑張りたいと思いました。。
●仲の悪かった二人がダブルスを組んだことによって仲良くなったのがよかった。

●４年後どんな物語が発展するか考えるのがとても面白い。。
●４つの本の中で一番強烈に印象が残った。のろわれた名のシバがかわいそうだと思った。
●呪われた名を持つシバが仲間といっしょに赤いたてがみのライオンをたおすのがすごいと思った。。
●周囲の人から何と言われようと，自分の考えを貫いて生きているシバたちがすごいと思った。
●赤いたてがみのライオンとシバたちが戦う場面はハラハラしながら読みました。シバたちは勇気があってやさしい人だと思います。
《今月選ばれた本》


「ぼくのハナレ」


永沢蜜羽／作（講談社）








「じっちゃ先生とふたつの花」


本田有明／作　（ＰHP研究所）





「熱風」


福田隆浩／作　（講談社）





「燃えるサバンナ」


澤見彰／作　（理論社）














